参考様式（意見書）
年　　月　　日
　栃木市長　大川　秀子　様
西方地域会議　　　　　
会長　山ノ井　一男
意見書の提出について
　栃木市地域づくり推進条例第４条第１項の規定により、下記の事項について、別紙のとおり意見書を提出します。
記
　１　にしかたふれあいパークの維持管理について
　
意　　　　見　　　　書
西方地域会議
	事　項
	１　にしかたふれあいパークの維持管理について


	意　　見　　内　　容

	（提出理由、課題の背景、地域住民への影響、課題が生じている場所、解決方法、期待する効果などをできるだけ具体的に記入してください。）
現在、にしかたふれあいパークの花の滝の維持管理は、地域予算事業として地域の課題解決に充てる分の地域予算を割いて実施しています。花の滝を維持するため継続して提案していますが、本来は市で行うべき継続的な公園の管理を地域会議の予算で行う事を疑問視する委員は多く、地域の課題としてではなく公園管理として本来の所管課である公園緑地課で直接行うべき事業でないかと考えます。また、地域予算事業についての意見を審議するにあたり、公園全体の管理についても多くの提案があったためまとめました。市の公園維持管理として、下記の取り組みについて西方地域会議の総意として意見書を提出いたしますので、ご検討願います。

①　にしかたふれあいパークの花の滝は、ふれあい広場駐車場からまず目に入り、市のホームページでも写真が掲載されているシンボル的なものです。雑草の繁茂を放置するとサツキが埋没してしまうため、維持していくためには定期的な管理が必要です。
また、令和３年度に地域予算事業で遊具を設置したのに続き、令和５年には大型遊具が設置されましたが、遊具の周辺に雑草が繁茂していると近づきにくく利用しにくい状況が見られます。花の滝の維持も含め、園内の遊具や駐車場周辺の刈り払い等の適切な管理を継続的に実施されるよう検討願います。
②　スポーツ広場のテニスコートが損傷の為、数年にわたり４面中３面が使用できない状態であり、地域予算事業の提案には至りませんでしたがたびたび修繕について要望が出されています。ふれあいトークのフリートークの場でも、修繕について質問が出ました。

テニスコートについては今年度中に２面使えるように修繕する計画があり、その他のコートも今後検討するとの説明がありましたので、使えるコートが増えるよう整備を検討願います。
③　公園内の設備に、利用者の安全に関わる管理が十分でない様子も散見されています。

　池周辺の照明器具については、数年前から点灯していないとのことですが、一部カバーが破損して破片が残っているものがあるなどの指摘を受けています。すぐに修理や撤去はできないこともあるかと思いますが、破片は回収・処分する、破損のある器具は危険のある部分に接触しないよう覆いをするなど、安全対策が必要ではないかと思われます。見かけた際は所管課へも連絡いただくようお願いしていますが、施設に不備がないか定期的に見回り、早めに対応されるよう検討願います。
④　子どもが遊べる公園の整備について、市民の要望は多く寄せられているものと思います。遊具の整備も進んでいるので、ホームページに遊具の写真を掲載するなどし、管理と併せて子どもが楽しく遊べる公園として利用者に向けてふれあいパークのPRも検討願います。
　都賀西方スマートインターチェンジの開通により遠方からのアクセスも向上し、国の史跡に指定された西方城跡や道の駅にしかたにも立ち寄りやすい施設なので、来場者が増えれば地域の活性化に繋がると思慮します。
当地域会議の意見は以上となります。


